




Beijerinck. u. v. D:llden(引等によって特殊た形
をしたplectridium型の酷酸菌がretUngl'L於て最
も重要な細菌であるとされてゐるoBr坦demann(5)


















































































































ーの~，の菌では H>>8 の生成を見なかった。 1%
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